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今 後 の 日 程
1月30日㈪	 組合親睦ボウリング大会�（山口）
　　 〃 	 生衛組合活性化塾� （小郡）
2 月 1 日㈬	 理容師実技試験� （ 〃 ）
　　 6日㈪	 第２回講師打合せ会� （ 〃 ）
　　13日㈪	 管理講習①� （山口）
　　20日㈪	 管理講習②� （ 〃 ）
　　27日㈪	 管理講習③� （ 〃 ）
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2023年　年頭所感
誇り高きこの業を
次世代に

全国理容生活衛生同業組合連合会
理事長 大森　利夫

　明けましておめでとうございます。健やかに新年をお迎えのこ
とと存じます。
　旧年中は、連合会の事業推進にご協力を賜り深謝致しています。
振り返ると、長引くコロナ禍の中、ロシアによるウクライナ侵攻、
原油価格高騰に端を発した世界的なエネルギー価格や物価の上昇
など、消費者心理が一層冷え込み、理容業界にとっても厳しい一
年でありました。
　全国理容連合会では、こうした厳しい経済状況に対して、全国
の理容サロンの景気回復を支援しようと、国の補正予算である生
活衛生関係営業業績回復支援事業を活用しての「理容サロンへ行
こう！GO TOバーバーキャンペーン」を実施しました。これは、
抽選で当選したお客さまにバーバーくんのぬいぐるみの特大・小
型サイズ合わせて5,500名にプレゼントしたほか、はずれたお客
さま50,000名にも抽選で理容券（1,000円）をプレゼントしました。
　また、昨秋には３年ぶりに全国理容競技大会を感染防止対策を
講じたうえ、観客を入れて開催しました。実行した秋田県の理容
師さんの協力には感謝しているところであります。このような伝
統ある全国理容競技大会の開催こそが、業界に勇気と希望を与え
られることを確信しております。
　ここ数年、私たちの社会活動を取り巻く環境は大きく変化して
います。個人の生活やビジネススタイルが様変わりし、従来とは
異なる価値観ができてきました。オンラインでのモノやコトの消
費、テレワークによる働き方の推進など、デジタル化に対する世
の中の認識が飛躍的に高まったということです。さらには、世界
全体の共通目標であるSDGsに向けた取り組みが一層重視され、
企業活動に対して環境との調和や貢献が求められるようになった
ことです。
　全国理容連合会では、世の中の社会経済活動に沿っての理容業
の業績回復やデジタル化の推進など業界の活性化策を推し進める
とともに、こうした社会の一員としての役割も一層果たしていき
たいと考えています。
　誇り高きこの業を次世代につないでいくべき、皆が社会フェー
ズを重視して、知恵を出し合い、進んで行きましょう。
　本年が皆さまにとりまして飛躍の年となることを祈念して年頭
のあいさつとします。

令
和
４
年
度
中
間
監
査
会

第
６
回
組
合
親
睦

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　
年
頭
所
感

　
　「
結
束
と
和
」

　
山
口
県
組
合
理
事
長

　
吉
永
　
和
義

ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
、
組
合
が
直
面
し
て

い
る
課
題
に
迅
速
に
対
応
し
、
組
合

の
活
性
化
に
全
力
で
取
り
組
み
、
効

率
的
・
効
果
的
な
運
営
に
努
め
る
と

と
も
に
、
将
来
に
亘
っ
て
元
気
な
組

合
を
創
っ
て
い
く
為
に
は
、
組
織
を

挙
げ
て
皆
さ
ん
の
力
を
集
結
し
総
力

を
挙
げ
て
取
り
組
む
事
が
必
要
で
す
。

　

県
組
合
と
し
て
も
、
皆
様
方
か
ら

の
貴
重
な
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
事

業
推
進
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
組
合
員
一
同
素
晴
ら
し
い

一
年
で
有
り
ま
す
事
、
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
４
年
10
月
24
日
㈪
第
６
回
組

合
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

３
年
ぶ
り
に
、
宇
部
市
常
盤
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
芝
生
専
用
コ
ー
ス

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
時
30
分
集
合
で
、
27
名
が
参
加

し
、
９
時
に
開
会
の
幕
を
開
け
ま
し

た
。

　

吉
永
理
事
長
、
廣
石
組
織
部
長
、

村
田
宇
部
支
部
長
か
ら
挨
拶
を
頂
き
、

西
村
宇
部
支
部
組
織
部
長
か
ら
ル
ー

ル
説
明
の
後
、
６
組
の
グ
ル
ー
プ
が

各
ホ
ー
ル
に
散
ら
ば
り
ゲ
ー
ム
の
開

始
で
す
。

　

穏
や
か
な
秋
の
曇
り
空
で
多
少
雨

も
降
り
ま
し
た
が
、
各
ホ
ー
ル
で
は

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
取
る
人
で
盛
り

上
が
り
、
Ｏ
Ｂ
に
な
り
残
念
が
る
方
、

空
振
り
さ
れ
て
笑
い
を
取
る
方
、
皆

さ
ん
と
て
も
熱
く
楽
し
み
な
が
ら
プ

レ
ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
24
ホ
ー
ル
の
ラ

ウ
ン
ド
が
終
わ
り
、
閉
会
式
並
び
に

成
績
発
表
・
表
彰
式
で
す
。

　

成
績
上
位
の
方
や
、
飛
び
賞
・
ブ

ー
ビ
ー
賞
・
そ
の
他
各
賞
に
豪
華
賞

品
が
準
備
し
て
あ
り
、
参
加
者
半
数

以
上
の
方
に
賞
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
員
に
参
加
賞
も
配
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
年
参
加
出
来
な
か
っ
た
組
合
員

の
皆
様
、
普
段
ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手
な

方
で
も
簡
単
に
出
来
る
競
技
な
の
で
、

来
年
は
一
緒
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。

　

今
年
の
第
６
回
組
合
親
睦
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
も
、
事
務
局
を
は

じ
め
多
く
の
組
合
員
の
皆
様
の
協
力

の
お
陰
で
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

役
員
の
皆
様
、
組
合
員
の
皆
様
、

裏
方
で
動
い
て
い
た
だ
い
た
宇
部
支

部
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

成
績
は
、
次
の
通
り
で
す
。

優　

勝　

木
村　

真
也　
（
新
南
陽
）

準
優
勝　

金
井　

鉄
夫　
（
小
野
田
）

３　

位　

西
村　

友
希　
（
宇　

部
）

４　

位　

石
田　

成
子　
（
宇　

部
）

５　

位　

田
川　

健
治　
（
宇　

部
）

６　

位　

池
本　

竜
也　
（
長　

門
）

７　

位　

武
居　

重
正　
（
下　

松
）

８　

位　

山
本
津
賀
野　
（
宇　

部
）

９　

位　

池
本
久
仁
子　
（
長　

門
）

10　

位　

吉
永　

和
義　
（
山　

口
）

15　

位　

大
谷
喜
代
子　
（
宇　

部
）

20　

位　

菅
原　

春
枝　
（
下
関
東
）

教
育
部
長
賞
［
11
位
］

　
　
　
　

菅
原　
　

一　
（
下
関
東
）

理
事
長
賞
［
16
位
］

　
　
　
　

上
田　

憲
志　
（
長　

門
）

組
織
部
長
賞
［
22
位
］

　
　
　
　

廣
石　

正
明　
（
下　

松
）

ブ
ー
ビ
ー
賞

　
　
　
　

中
村　

敬
雄　
（
防　

府
）

　
　

通
信　

宇
部
支
部　

西
村
友
希

　

令
和
４
年
10
月
31
日
㈪
午
前
10
時

よ
り
県
組
合
事
務
所
に
て
、
刀
祢
隆

一
・
山
本
豊
両
監
事
、
吉
永
理
事
長
、

松
永
経
理
部
長
出
席
の
下
、
令
和
４

年
度
中
間
監
査
会
を
開
催
し
た
。

　

松
永
経
理
部
長
開
会
宣
言
の
後
、

吉
永
理
事
長
か
ら
平
素
か
ら
の
事
業

活
動
に
対
す
る
お
礼
と
、
監
事
各
位

へ
ご
協
力
・
ご
尽
力
に
感
謝
を
表
し

た
の
ち
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
組
合
活
動
へ
の
影
響
は
徐
々

に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
ま

だ
ま
だ
弊
害
が
出
て
お
り
、
そ
の
対

応
に
つ
い
て
は
詳
細
に
説
明
を
行
う

の
で
忌
憚
の
な
い
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い

て
、
打
合
せ
事
項
に
入
っ
た
。

○�

令
和
４
年
度
事
業
経
過
の
概
要
に

つ
い
て

　

・�

コ
ロ
ナ
対
策
融
資
・
助
成
金
等

の
利
用
相
談
会
の
開
催

　
　

６
月
６
日
㈪　

徳
山
会
場

　
　

６
月
13
日
㈪　

山
口
会
場

　

・�

山
口
県
理
容
競
技
会
を
６
月
20

日
に
開
催
、
全
国
理
容
競
技
大

会（
秋
田
県　

10
月
17
日
開
催
）

に
選
手
１
名
参
加

　

・�

組
織
活
動
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
）
の
実
施

　

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
月
27
日
）

　

親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
３
日
）

　

親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
24
日
）

　

・�

各
支
部
に
て
収
益
力
向
上
セ
ミ

ナ
ー
開
催

　

・�

山
口
県
小
規
模
事
業
者
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
３
０
０
万
円

の
補
助
金
と
全
理
連
お
客
様
感

謝
祭
15
万
円
の
助
成
金
を
原
資

と
し
た
「
理
容
組
合
お
客
様
感

謝
祭
」
を
開
催
（
期
間
Ｒ
４
年

９
月
20
日
～
11
月
20
日
）

　

・�

全
理
連
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ　

バ
ー

バ
ー
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催

（
期
間
Ｒ
４
年
10
月
１
日
～
11

月
30
日
）

　

・
毛
髪
供
養
祭
開
催（
11
月
７
日
）

○�

令
和
４
年
度
収
支
中
間
報
告
に
つ

い
て

　

⑴
一
般
会
計

○
今
後
の
取
り
組
み
課
題
に
つ
い
て

　

⑴�

令
和
５
年
度
予
算
（
案
）
に
つ

い
て

　

⑵�

令
和
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

○
そ
の
他

　

⑴
今
後
の
日
程
に
つ
い
て

　

以
上
吉
永
理
事
長
、
松
永
経
理
部

長
か
ら
報
告
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

監
査
意
見
と
し
て
、「
厳
し
い
財

政
の
中
、
適
正
か
つ
几
帳
面
に
よ
く

や
っ
て
お
ら
れ
る
。
各
種
助
成
金
を

多
く
活
用
し
、
出
来
う
る
限
り
の
事

業
活
動
が
推
進
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

今
後
組
合
員
の
減
少
を
ど
う
や
っ
て

止
め
る
の
か
、
新
規
組
合
員
の
加
入

を
ど
う
や
っ
て
推
進
し
て
い
く
の
か

を
理
事
会
を
中
心
に
し
っ
か
り
と
協

議
し
、
各
支
部
で
は
支
部
長
を
中
心

に
そ
れ
を
実
践
願
い
た
い
。
財
源
不

足
を
原
因
と
し
た
事
業
活
動
の
縮
小

は
、
組
合
活
動
の
停
滞
か
ら
衰
退
に

つ
な
が
る
の
で
く
れ
ぐ
れ
も
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
に
落
ち
込
ま
な
い
よ
う
、

お
願
い
し
た
い
。
将
来
に
備
え
て
常

任
理
事
・
理
事
の
任
命
範
囲
及
び
報

酬
等
の
見
直
し
、
並
び
に
事
務
局
の

体
制
づ
く
り
の
為
、
職
員
の
再
雇
用

に
係
る
給
与
等
の
労
使
契
約
等
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
欲
し
い
。」
と
の

意
見
が
あ
り
、
閉
会
し
た
。

　

報
告
者　

経
理
部
長　

松
永
忠
晴

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
組
合
員
、
ご
家
族
の
皆
様
に

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は

一
時
収
束
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
も
の

の
、
新
型
変
異
株
が
確
認
さ
れ
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
の
中
、
組
合

の
諸
事
業
推
進
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
理
容
業
は
国
民
の
衛
生
的

で
快
適
な
生
活
を
確
保
す
る
サ
ー
ビ

ス
業
と
し
て
、
お
客
様
に
安
心
・
安

全
を
提
供
す
る
新
し
い
営
業
ス
タ
イ

ル
の
確
立
を
目
指
し
て
工
夫
を
凝
ら

し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
、
理
容
業

の
経
済
回
復
に
向
け
て
各
種
の
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い



令和５年 1月 1日 か　　　　　が　　　　　み 第 701 号（2）

倉重勝憲講師倉重勝憲講師 秋山健朗講師秋山健朗講師

り
よ
だ
部
支下関

支部
衛
生
講
習
＆
技
術
講
習

令
和
４
年
度　

毛
髪
供
養
祭

萩
支部
支
部
講
習
会

大島
柳井
熊南
支部 

衛
生
消
毒
講
習
会

　

令
和
４
年
11
月
７
日
㈪
午
前
10
時

下
関
市　

亀
山
八
幡
宮
に
て
山
口
県

組
合
主
催
の
「
毛
髪
供
養
祭
」
が
厳

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
第
10
回
目
（
県
主
催
）
と

な
る
供
養
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
規
模
を

縮
小
し
、
参
加
９
支
部
県
内
組
合
員

24
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

毛
髪
を
神
前
に
供
え
、
定
刻
に
な

り
管
絃
の
音
が
響
き
わ
た
り
、
修
祓
、

祝
詞
奏
上
と
続
き
、
吉
永
理
事
長
、

支
部
代
表
４
名
が
玉
串
奉
奠
を
行
い

参
拝
者
全
員
で
お
客
様
の
毛
髪
供
養

と
ご
多
幸
を
祈
念
す
る
と
共
に
、
業

界
の
発
展
向
上
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

宮
司
よ
り
参
拝
者
に
金
幣
で
お
清

め
を
頂
き
、
格
式
高
い
式
典
が
無
事

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
神
殿
前
で
記
念
撮
影
を

行
い
、「
床
屋
発
祥
の
地
記
念
碑
」

に
赴
き
参
拝
し
解
散
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
毎
日
新
聞
社
・
読
売
新

聞
社
・
朝
日
新
聞
社
・
山
口
新
聞
社
・

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
等
の

取
材
が
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｔ
Ｙ
Ｓ
・

Ｙ
Ａ
Ｂ
の
３
テ
レ
ビ
局
で
は
昼
、
夕

方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ
れ
良
い
Ｐ

Ｒ
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
お
客
様
に
対
す
る
感
謝
と

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、
毛
髪
供

養
祭
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
お
客

様
に
組
合
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

き
集
客
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

去
る
、
令
和
４
年
11
月
７
日
㈪
午

前
９
時
よ
り
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
に
て
、

衛
生
講
習
・
巡
回
講
習
を
支
部
７
名

の
出
席
で
行
い
ま
し
た
。

　

萩
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
よ
り
西
村

氏
を
お
招
き
し
て
、
衛
生
講
習
か
ら

始
ま
り
、
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
中
心
に
、
手
洗

い
・
マ
ス
ク
の
脱
着
の
仕
方
、
理
容

所
施
設
内
の
衛
生
状
態
、
各
種
器
具

の
消
毒
方
法
な
ど
を
理
容
業
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
当
て
は
め
な
が
ら
講
習
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
関
係
で
変
わ
っ
た
と

こ
ろ
は
、
本
年
９
月
26
日
よ
り
陽
性

者
発
生
届
の
重
点
化
と
自
宅
療
養
と

濃
厚
接
触
者
の
待
機
期
間
の
変
更
、

ワ
ク
チ
ン
使
用
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
に
加
え
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
注

意
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

午
前
10
時
か
ら
は
長
門
の
釼
物
講

師
を
お
招
き
し
て
、
ラ
・
セ
ゾ
ン

２
０
２
３
「
ス
ク
エ
ア
」
の
講
習
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
９
月
26
日
㈪
海
峡
メ
ッ

セ
下
関
に
於
い
て
、
衛
生
講
習
と
技

術
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
サ
ロ
ン
で
の
対

応
な
ど
を
、
具
体
的
に
教
え
て
頂
き

ま
し
た
。

　

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
を
ど
う
対
応
す
る

べ
き
か
学
べ
た
時
間
で
し
た
。

　

技
術
講
習
は
、
ラ
・
セ
ゾ
ン

２
０
２
３
『
Ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ
』
を
秋

山
健
朗
県
講
師
（
ヘ
ア
ー
ス
タ
ジ
オ

　

ア
キ
ヤ
マ
）、
サ
ロ
ン
ヘ
ア
ー
と

し
て
波
ま
き
パ
ー
マ
、
ス
ペ
イ
ン
カ

ー
ル
を
倉
重
勝
憲
県
講
師
（
Ｈ
Ａ
Ｉ

Ｒ　

Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｎ　

恵

瑠
）
の
実
技
講
習
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
メ
ン
ズ
ヘ
ア
に
お
い

て
パ
ー
マ
は
と
て
も
重
要
な
技
術
で
、

細
か
い
ウ
エ
ー
ブ
の
違
い
が
お
客
様

に
求
め
ら
れ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　

カ
ッ
ト
は
セ
ニ
ン
グ
カ
ッ
ト
を
な

る
べ
く
使
わ
ず
質
感
を
出
し
、
毛
束

や
毛
先
の
質
感
を
考
え
た
デ
ザ
イ
ン

カ
ッ
ト
を
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

低
価
格
帯
の
サ
ロ
ン
と
の
差
別
化

も
考
え
る
と
、
今
回
の
教
え
て
頂
い

た
技
術
を
取
り
入
れ
て
差
別
化
を
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
講
習
で

し
た
。

　
　
　

下
関
支
部
広
報　

山
本　

豊

　

こ
の
波
ウ
ェ
ー
ブ
パ
ー
マ
は
工
程

が
複
雑
で
す
が
、
平
巻
き
だ
け
の
時

と
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
出
方
が
違
い
、
今

風
な
の
が
と
て
も
良
い
感
じ
で
し
た
。

　

一
つ
一
つ
の
工
程
を
と
て
も
分
か

り
や
す
く
見
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
熱
心
に
学
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
12
時
に
終
了
い
た
し
ま
し
た

が
、
朝
早
く
か
ら
貴
重
な
お
時
間
の

中
ご
参
加
頂
き
、
皆
様
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

通
信　

山
根
寛
生

　

こ
の
度
の
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
は
、
秋
冬

メ
ン
ズ
ス
タ
イ
ル
（
セ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
波
ウ
ェ
ー
ブ

パ
ー
マ
）
で
、“
未
来
を
つ
む
ぐ
た

ま
り
場
”
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
渋
谷
原
宿
。

「
文
化
と
想
像
力
を
世
界
に
発
信
す

る
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
」。
理
容
店
も

若
者
の
集
ま
る
場
と
な
り
、
若
年
層

へ
理
容
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
理
容

師
後
継
者
を
増
や
す
こ
と
が
狙
い
だ

そ
う
で
す
。

　

カ
ッ
ト
か
ら
始
ま
り
、
頭
の
形
を

意
識
し
な
が
ら
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
カ

ッ
ト
を
ス
ク
エ
ア
に
カ
ッ
ト
し
て
い

き
ま
す
が
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
や
バ
ッ

ク
を
カ
ッ
ト
す
る
時
の
重
心
移
動
な

ど
、
普
段
の
営
業
に
落
と
し
込
め
る

こ
と
が
要
所
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
波
ウ
ェ
ー
ブ
パ
ー
マ
で
す
が
、

こ
れ
が
今
回
の
ス
タ
イ
ル
の
肝
だ
そ

う
で
、
１
つ
の
パ
ネ
ル
に
３
本
も
ロ

ッ
ド
を
巻
く
と
聞
い
て
頭
が「
？
？
」

に
な
り
ま
し
た
が
、
工
程
を
教
え
て

い
た
だ
く
と
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

講
師
の
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
見
て

い
る
と
簡
単
に
見
え
ま
す
が
、
い
ざ

参
加
者
が
実
際
に
巻
い
て
み
る
と
巻

き
込
み
が
甘
く
、
外
れ
た
り
し
て
な

か
な
か
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 　

10
月
24
日
㈪
午
前
10
時
よ
り
、
大

島
・
柳
井
・
熊
南
支
部
の
合
同
で
、

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館
２
階
大
広
間

に
お
い
て
衛
生
消
毒
講
習
会
を
開
催

し
、
約
20
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

山
口
県
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー
の
石

津
講
師
を
お
招
き
し
て
、
衛
生
的
管

理
に
つ
い
て
、
器
具
・
タ
オ
ル
・
手

指
の
消
毒
等
資
料
に
沿
っ
て
講
義
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

予
防
に
つ
い
て
は
、
密
閉
空
間
・
密

集
場
所
・
密
接
場
面
の
３
つ
の
条
件

の
あ
る
場
所
で
は
、
感
染
を
拡
大
さ

せ
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
保
健
所
職
員
が
各
営
業

施
設
の
衛
生
環
境
に
つ
い
て
調
査
に

伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
本
講
習

会
を
受
講
さ
れ
た
方
で
あ
っ
て
も
、

調
査
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
そ
の
際
は
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。」
と
の
話
が
あ
り
、
講

習
会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

広
報　

河
邊
辰
也
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憲
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副
支
部
長
・
会
計　

原
田　

信
也
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第第７７２２号号 令令和和４４年年１１２２月月１１３３日日

身近なところから｢防犯力強化｣を！～～みみんんななでで、、声声掛掛けけああっってて、、被被害害防防止止～～

（担当）生活安全企画課

山口県内の犯罪オープンデータ、交通事故データ、不審者情報等はこちらから
山口県オープンデータカタログサイト（ ）

県内で、

ＮＮＴＴＴＴフファァイイナナンンスス
をかたり、有料サイトや電話代の未納料金の支払いを要求

する不審電話を多数認知しており、これらは固定電話では

なく携携帯帯電電話話ににかかかかっっててくくるるという特徴があります。

また、着信に応答すると、最初に

自動音声ガイダンス
が流れるケースもあり、音声案内に従って携帯電話のボタ

ンを押すと犯人につながり、有有料料ササイイトト等等のの未未納納料料金金名名

目目で支払いを要求され、通話状態のままコンビニに向かい

ＡＴＭで現金を振り込むよう指示されます。

ＮＴＴファイナンスをかたる不審電話を多数認知

※ 電話やメールによる料金請求は、まず詐欺を疑う！
※ 身に覚えのない請求は無視する！
※ 実在する通信事業者等からのメールや電話があっても、詐欺の
可能性を念頭に、連絡先などを調べて対応する！

被害防止のポイント

※うそ電話詐欺警戒警報発令中！※
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岩国
支部

生
衛
業
収
益
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

熊南
支部

支
部
講
習

周西
支部
衛
生
講
習
会

随
　
　
筆

安
倍
晋
三
元
首
相

県
民
葬
儀
に
参
列

職

業

体

験

学

習

課

外

授

業

　

令
和
４
年
10
月
24
日
㈪
岩
国
市
玖

珂
総
合
セ
ン
タ
ー
奏
に
て
、
久
々
の

単
独
に
よ
る
衛
生
講
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

内
容
は
大
き
く
分
け
て
２
項
目
。

　

一
つ
は
理
容
所
施
設
内
の
衛
生
管

理
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
は
器
具
等

の
衛
生
管
理
に
つ
い
て
、
岩
国
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
担
当
の
方
に
よ
り

丁
寧
か
つ
熱
心
な
説
明
を
し
て
頂
き
、

久
々
の
周
西
支
部
単
独
の
衛
生
講
習

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
皆
様
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
や
は
り
こ
の
ご
時
世
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
の
お
話

し
も
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

皆
様
既
に
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
の
知

識
も
豊
富
で
知
っ
て
い
る
内
容
も
沢

山
あ
り
ま
し
た
が
、
改
め
て
講
習
と

い
う
形
で
今
一
度
再
認
識
す
る
事
で

よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
も
万
全
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
理
容
所
が
関
わ
り
の
あ
る

手
続
き
等
の
説
明
も
し
て
頂
き
、
充

実
し
た
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

通
信　

原
田　

宮
児

　

令
和
４
年
11
月
11
日
㈮
10
時
30
分

よ
り
岩
国
市
立
平
田
中
学
校
に
て
、

職
業
体
験
学
習
課
外
授
業
に
出
校
し

て
参
り
ま
し
た
。

　

１
部
・
２
部
と
40
分
ず
つ
２
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
、
同
じ
内
容
の
授

業
を
し
ま
し
た
。

　

生
衛
業
か
ら
は
、
理
容
・
美
容
・

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
３
業
種
。

　

そ
の
他
、土
木
・
介
護
・
自
衛
隊
な

ど
ざ
っ
と
10
業
種
以
上
、地
元
の
業
者

様
が
来
ら
れ
て
お
り
、体
育
館
に
各
ブ

ー
ス
ご
と
に
分
か
れ
、生
徒
さ
ん
が
受

け
た
い
講
義
に
参
加
す
る
形
式
で
、あ

た
か
も
就
職
説
明
会
の
様
で
し
た
。

　

学
校
側
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、講
話

だ
け
で
は
な
く
生
徒
が
体
験
で
き
る
内

容
で
と
の
事
で
、一
人
ず
つ
鋏
を
持
っ

て
も
ら
い
、開
閉
練
習
後
に
一
つ
の
ウ

イ
ッ
グ
を
グ
ル
ー
プ
全
員
で
協
力
し
て

自
由
に
カ
ッ
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
し
て
い
た
生
徒
さ
ん

達
も
次
第
に
笑
顔
が
広
が
り
、理
容
業

に
対
す
る
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

終
わ
る
時
に
は
、
こ
の
ブ
ー
ス
選

ん
で
良
か
っ
た
と
の
声
も
聞
こ
え
、

ホ
ッ
と
致
し
ま
し
た
。

　

理
容
を
受
講
し
た
の
が
女
子
生
徒

の
方
が
多
か
っ
た
事
、
男
子
生
徒
が

積
極
的
に
質
問
し
て
く
れ
た
事
に
感

謝
し
ま
し
た
。

　

将
来
、職
業
選
択
に
差
し
掛
か
っ
た

時
、一
人
で
も
理
容
師
を
目
指
し
て
く

れ
る
事
を
願
い
な
が
ら
、熱
意
を
も
っ

て
業
界
の
魅
力
を
伝
え
て
参
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

県
講
師　

浴
本
孝
嘉

　

令
和
４
年
10
月
31
日
㈪
午
後
１
時

麻
里
布
自
治
会
館
に
お
い
て
、
令
和

４
年
度　

生
衛
業
収
益
力
向
上
セ
ミ

ナ
ー
「
Ｈ
ａ
ｉ
ｒ　

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ　

ラ
・
セ
ゾ
ン
２
０
２
３　

Ｓ

ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
都
合
も
あ
り
午
後
か
ら
開

始
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
数
お
越
し

頂
き
感
染
対
策
を
徹
底
し
た
中
で
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
ず
１
部
は
、
岩
崎
健
司
講
師
に

よ
る
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
（
メ
ン
ズ
、
レ
デ

ィ
ス
の
２
作
品
）
を
ウ
イ
ッ
グ
に
て

披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

丁
寧
な
説
明
で
分
か
り
や
す
く
、

ま
た
今
回
は
パ
ー
マ
が
特
殊
な
感
じ

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
質
問
が
飛
び

交
い
活
気
の
あ
る
技
術
講
習
と
な
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
２
部
は
岩
国
環
境
保
健

所　

環
境
薬
事
班
の
山
瀬
敬
寛
氏
に

よ
る
、
店
舗
に
お
け
る
消
毒
に
つ
い

て
、
多
数
の
資
料
の
も
と
に
詳
し
く

説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
、
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
感

じ
ら
れ
な
い
中
で
の
、
店
舗
の
感
染

予
防
や
消
毒
の
仕
方
な
ど
と
て
も
た

め
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
部
２
部
を
通
し
て
大
変
有
意
義

な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

通
信　

浴
本
孝
嘉

　

熊
南
支
部
で
は
、
11
月
７
日
㈪
午

前
９
時
よ
り
城
理
容
室
に
て
、
ラ
・

セ
ゾ
ン
２
０
２
３「
Ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ
」

と
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
講
習
を
岩
崎

健
司
県
講
師
に
教
わ
り
ま
し
た
。

　

今
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
渋
谷
原
宿
の
若

者
の
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
で
、
今
回
は

「
秋
冬
」
メ
ン
ズ
ヘ
ア
ー
を
ス
ク
エ

ア
シ
ェ
ー
ブ
し
た
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
波
ウ
エ
ー
ブ
パ

ー
マ
を
習
い
ま
し
た
。

　

カ
ッ
ト
は
全
体
的
に
四
角
に
な
る

よ
う
チ
ョ
ッ
プ
カ
ッ
ト
で
切
ら
れ
、

「
中
指
を
添
え
て
切
る
と
安
全
で
す
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

波
ウ
エ
ー
ブ
パ
ー
マ
の
ロ
ッ
ド
巻

き
は
難
し
そ
う
で
、
実
演
の
後
、
ウ

イ
ッ
グ
で
３
人
の
方
が
挑
戦
さ
れ
ま

し
た
。

　

先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
皆
さ
ん

の
応
援
で
巻
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
考
え
な
が
ら
実
技
し
た

時
間
は
、
楽
し
く
有
益
で
し
た
。

　

薬
液
タ
イ
ム
で
Ｂ
Ｃ
Ａ
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
を
教
わ
り
、
確
り
毛
髪
の
内

側
か
ら
補
修
し
生
ま
れ
た
ま
ま
の
状

態
に
し
て
く
れ
る
凄
い
品
物
で
し
た
。

　

２
人
の
施
術
後
は
、
素
性
が
良
く

な
り
サ
ラ
サ
ラ
で
手
触
り
も
違
い
ビ

ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
関
心
大
の
波
ウ
エ
ー
ブ

は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
出
て
い
な
い
の
で
、

自
然
の
流
れ
に
仕
上
が
っ
て
い
て
素

敵
で
し
た
。

　

岩
崎
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
中
で
運
営
し
て
下
さ
っ

た
方
々
の
真
心
尽
く
し
に
、
こ
の
場

を
去
り
が
た
い
雰
囲
気
で
し
た
。

　

明
日
か
ら
の
活
力
を
頂
き
ま
し
た
。

　

皆
様
お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

広
報　

杉
谷
洋
子

　

従
位
大
勲
位
菊
花
章
頸
飾
元
内
閣

総
理
大
臣
故
安
倍
晋
三
先
生
の
県
民

葬
儀
が
、
10
月
15
日
㈯
午
後
２
時
よ

り
海
峡
メ
ッ
セ
下
関
で
開
催
と
案
内

状
が
届
く
。

　

最
後
の
お
別
れ
に
と
参
列
す
る
事

に
し
た
。

　

電
車
で
行
き
下
関
駅
で
下
車
す
る

な
り
、
晋
三
先
生
が
弾
く
「
花
は
咲

く
」
の
ピ
ア
ノ
演
奏
の
曲
が
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
、
構
内
中
響
き
渡
っ
て
い

た
。

　

人
前
で
あ
る
が
涙
が
止
ま
ら
な
い
。

葬
儀
会
場
の
正
面
に
は
、
い
つ
も
の

先
生
の
笑
顔
の
遺
影
。

　

周
り
に
は
晋
三
先
生
が
目
指
し
て

お
ら
れ
た「
開
か
れ
た
美
し
い
日
本
」

を
表
現
さ
れ
た
祭
壇
が
飾
ら
れ
て
い

た
。

　

参
列
者
約
２
，
０
０
０
人
。

　

１
階
と
４
階
に
別
れ
、
我
々
一
般

案
内
者
は
７
０
０
人
収
容
で
き
る
４

階
の
会
場
。

　

大
き
な
モ
ニ
タ
ー
が
あ
り
、
１
階

の
葬
儀
の
様
子
が
写
し
出
さ
れ
る
。

　

１
階
の
献
花
が
終
わ
り
次
第
我
々

の
献
花
が
始
ま
る
。

　

１
階
の
入
り
口
で
は
、
厳
し
い
手

荷
物
検
査
・
ボ
デ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
・
危

険
物
探
知
ゲ
ー
ト
を
潜
り
、
涙
を
堪

え
ら
れ
て
い
る
昭
恵
夫
人
の
前
で
会

釈
し
献
花
を
済
ま
せ
る
。

　

約
１
時
間
30
分
で
終
了
。

　

会
場
の
外
で
は
一
般
の
献
花
者
で

長
蛇
の
列
。

　

私
と
晋
三
先
生
と
の
最
初
の
出
会

い
は
、
お
父
様
の
安
倍
晋
太
郎
先
生

が
外
務
大
臣
時
代
に
秘
書
官
に
就
任

さ
れ
た
時
だ
っ
た
と
思
う
。

　

晋
太
郎
先
生
の
何
の
お
祝
い
だ
っ

た
か
記
憶
に
は
な
い
が
、
私
の
白
い

ネ
ク
タ
イ
の
裏
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書

い
た
晋
太
郎
先
生
の
サ
イ
ン
が
残
っ

て
い
る
。

　

平
成
５
年
、
晋
三
先
生
が
初
当
選

さ
れ
た
時
、
同
じ
白
い
ネ
ク
タ
イ
を

締
め
て
行
き
、
サ
イ
ン
を
晋
三
先
生

に
見
て
頂
き
、「
あ
っ
親
父
の
字
だ
」

と
云
わ
れ
「
私
も
」
と
晋
太
郎
先
生

の
サ
イ
ン
の
横
に
「
平
成
５
年
９
月

26
日
安
倍
晋
三
」
と
サ
イ
ン
を
書
い

て
頂
い
た
。

　

あ
れ
か
ら
約
30
年
、
久
し
ぶ
り
に

ネ
ク
タ
イ
を
見
る
。

　

白
い
ネ
ク
タ
イ
も
色
褪
せ
、
シ
ミ

も
出
て
い
た
。

　

思
わ
ず
ネ
ク
タ
イ
に
向
か
っ
て
、

「
俺
も
年
を
と
っ
た
が
、
お
前
も
年

を
と
っ
た
な
ァ
ー
」
と
呟
く
。

　

今
で
は
幾
ら
色
褪
せ
て
も
シ
ミ
が

で
き
て
も
我
が
家
の
宝
物
。
大
切
に

し
た
い
。

　

晋
三
先
生
は
誰
に
も
変
わ
ら
ぬ
笑

顔
、
気
さ
く
、
誰
に
も
優
し
い
心
遣

い
、
何
時
で
も
お
願
い
が
し
易
い
先

生
だ
っ
た
。

　

平
成
25
年
、
県
組
合
理
事
長
共
常

任
理
事
８
名
で
、
陳
情
書
を
持
参
し

官
邸
訪
問
。

　

第
65
回
全
国
理
容
競
技
山
口
大
会

の
お
祝
い
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
安

倍
首
相
に
お
願
い
す
る
。

　

ま
た
、
世
界
大
会
の
優
勝
者
の
官

邸
表
敬
訪
問
全
て
叶
え
て
頂
い
た
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
平
成
21
年
８

月
、
平
岡
秘
書
よ
り
、「
晋
三
先
生

が
散
髪
を
し
た
い
」
と
言
わ
れ
来
店
。

　

平
成
27
年
３
月
、
夫
婦
と
も
「
桜

を
見
る
会
」
に
出
席
。

　

現
在
、
県
議
会
議
員
で
元
安
倍
事

務
所
の
秘
書
だ
っ
た
平
岡
望
氏
の
協

力
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

令
和
３
年
７
月
に
、
晋
三
先
生
と

晋
理
会
員
15
名
で
懇
親
会
。

　

そ
の
時
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
に
平
成

30
年
を
最
後
に
懇
親
会
を
開
催
し
て

い
な
い
。
是
非
次
回
は
ご
夫
婦
お
揃

い
で
と
お
願
い
。

　

先
生
は
何
時
も
の
笑
顔
で
「
楽
し

み
に
し
て
る
」
と
云
わ
れ
た
の
に
！

　

令
和
４
年
６
月
、
下
関
地
区
参
議

院
総
決
起
大
会
が
終
了
し
、
帰
り
の

出
口
が
混
雑
し
て
い
る
為
、
先
生
に

は
い
つ
で
も
お
会
い
で
き
る
と
ご
挨

拶
せ
ず
に
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

　

お
目
に
か
か
っ
た
の
が
最
後
と
な

っ
た
。

　

悔
い
が
残
る
。

　

諦
め
き
れ
な
い
。

　

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
も
取
り
外
さ
れ

す
ご
く
淋
し
い
。

　

し
か
し
店
内
に
は
ま
だ
２
枚
の
ポ

ス
タ
ー
を
飾
っ
て
い
る
。

　

私
が
現
役
で
い
る
限
り
、
現
状
の

ま
ま
飾
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
３
ヶ

月
余
り
過
ぎ
た
が
、
未
だ
信
じ
ら
れ

な
い
。

　

諦
め
き
れ
な
い
。

　
　
　
　

菅
原　
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